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評価日 平成28年3月1日 評価日 平成28年3月3日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・

各種指標
アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

基礎基本の定着
を図る取組

少人数授業の授業改善
地域連携した検定の実
施
ふりスタ・みらスタの実施

学プロ・全国学テの結
果

理科を除き，全国学テで平均を上回
る。学プロでは全市平均より，どの
学年も数学は高く，他はほぼ平均並
みとなっている。

読書習慣の定着 朝読書の継続
図書館教育の充実

学校生活を通じて読書
にしたしむようになって
きた

朝読書の定着は十分
であるが，３６．７％が
否定的な回答となって
いた。

⇒ ⇒
教え合い・話し合
い活動の充実

「学びの共同体」の研修・
公開授業週間をともに年
二回実施

グループ学習のような
生徒主体の学習活動
が展開されている

どの授業もコの字型で
実施し，８６．６％が肯
定的な回答となってい
る。積極的生徒指導

の取組
自己理解と自己受容に
つながる道徳・学活の工
夫

私は学校のルールを
しっかりと守れている

学年進行とともに，否定的な
数値は上昇するものの，平均
では，１０．２％であった。

体験活動の充実 「総合的な学習の時間」
の再構築

松原中学校には，体験
的な学習が準備されて
いる

伝統文化教育を中心に地意
見的な学習に取り組み，否定
的な回答は，２２．９％であっ
た。

⇒ ⇒
自己の役割を認
識し，集団の向上
を図る

学校行事・学級活動の
充実

自分たちの手で学級活
動や生徒会活動などの
自治活動が行えている
か。

学校祭の成功など充実してき
たと思われるが，否定的な回
答は，１８．２％であった。

自己の生活習慣
を見直し，改善す
る取組

保健委員会の取組の充
実

学校は自分の健康に
関する情報を適切につ
かんでいる

否定的な回答が２５．３パーセントで
あった。観察より保健委員会の活動
は活発だった。

健康な体づくり 保健だよりの発行 身体測定の特徴的な
結果

保健だよりは定期的に発行された。
また，肥満傾向は全市と同じ程度
で，視力異常の率が全市平均より
少し高い。 ⇒ ⇒

小中一貫教育・
地域連携の推進

三校校長会を中心とした
連携強化 地域・保護者・学校の

協力関係の観察

三校校長会とともに保
幼小中連携会議を年３
回実施て，連携を強め
た。情報発信の充

実
積極的なホーム
ページの更新

保護者アンケート「プリ
ント等で，学校からの情
報が保護者に伝わるこ
と」

肯定的な回答が６８．
６％で前回より8ポイン
ト向上した。 ⇒ ⇒

学級経営力の向
上

学級の状況を把握した
学級経営 クラマネシートの分析

クラマネの実施により，各学級で課
題が明確になった。活用をさらに促
進しなければならない。
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三校合同の学校運営協議会
の実施や保幼小中連絡協議
会の活性化は，地域連携に大
きく役立った。また，ＨＰの更
新も多くでき，学校での様子を
しっかりと発信できた。学級経
営力は，担当者によって，か
なりの差が見られたので，こ
の向上にむけて，さらに改善
が必要である。

小中一貫教育や地域連携は，前
年度に比べて活性化されてきてい
るので，これを継続していく。とく
に，伝統文化教育の推進するなか
で，これらのことを推進させていく
ことが重要であり，この方向で取り
組んでいく。「学級・学年だより」と
ともに，HPの更新と「学校だより」
等の発行を継続発展させていく。
クラマネの分析結果をさらに活用
していく。

・三校合同の学校運営
協議会は意義あるものと
思われるので，継続して
ほしい。
・学校だより等にデータ
が多すぎるとわかりにく
い。
・メール配信は有効であ
る。

・今後も三校合同（校下
小学校2校と本校）での
運営協議会の実施に協
力する。
・学校運営協議会とし
て，小中一貫教育や地
域連携をさらに推進する
ために協力していく。

　総括・次年度の課題

・みらスタ・土曜学習・検定試験等の実施については，効果があるものとして継続していく。学力向上について，授業の充実を目指していくとともに，家庭学習をさらに定着させることに取り組んでいく。
・伝統文化教育など本校の特色について，様々な場で発信してきたので，保護者や地域に一定の理解が得られている。また，これについての協力も得やすくなった。
・小中一貫教育を推進する中で，学校評価についてもアンケート等で連携する必要だと考えている。
・保幼小中連携会議のさらなる活性化を推進し，地域連携と繋げて，地域の小中学校として教育力を高めていきたい。

4

独
自
の
取
組

3

健
や
か
な
体

部活動の活性化や欠席数の減少
などは，成果と考えている。テレビ
の視聴時間とスマホやテレビゲー
ムの使用時間がアンケート結果よ
り，他校よりかなり長いことがわ
かった。視力異常等への問題と生
活習慣の改善が必要である。

家庭生活において，スマホ等
の使用時間等について，保護
者や生徒に見直してもらうた
めの啓発活動を行っていく。
また，検診の結果を活用し
て，視覚異常等の改善を促す
ため，保健だよりを充実させて
いく。

・大麻の問題が京都市で発生し
ているが，スマホ等が影響して
いるので，薬物乱用防止ととも
に，携帯端末の正しい使い方の
指導も必要である。
・健康を害する恐れのあるスマ
ホの依存性が心配である。

・健全育成部会は，校区
内のパトロール等を今後
とも協力していく。

2

豊
か
な
心

校内でのアンケート集計結果よ
り，積極的な生徒指導の効果は，
現れ始めている。ただ，思いやり
や寛容という面が弱く，人間関係
のトラブルが発生したこともあっ
た。学校祭等は，集団の質を高
め，社会性を高めることに繋がっ
たと考えている。規範意識は高
まってきているものの，学年によっ
て，その成長度合いに差があるこ
とは課題である。

規範意識について，さらなる
向上を図るため，すべての学
級でクラマネを活用した学級
づくりをさらに進めていく。道
徳教育の充実を図っていくた
め，道徳教育推進月間での取
組をその契機としていく。伝統
文化教育の指定校として，体
験的な活動を重視した取組を
通して，感性や情操を育んで
いく。

・携帯端末等で仲間はずれが起
こるようなことがあるので，生徒
や保護者に使い方を指導するこ
とも必要である。
・生徒の教師に対する態度に節
度をもたせることが必要である。
・伝統文化教育について，進め
ることは感性を豊かにするな
ど，心の教育に役立つので充実
させてほしい。

・伝統文化教育の充実も
踏まえて，地域ふれあい
部会は，地域と連携した
体験活動をさらに推進し
ていく。
・健全育成部会は，校区
内のパトロール等を今後
とも協力していく。

1

確
か
な
学
力

少人数授業やみらスタの実施によ
り，学習に遅れがちな生徒への対
応はできつつある。ただ，教科に
よって学力の定着度に大きな差が
あり，学習規律が保てない教科担
当者への研修が課題である。ＡＬ
を実践するための「学びの共同
体」の取組は成果であるが，教師
によって，十分に生かされていな
いことは課題である。

学力向上にむけて，個々教師力
の努力の必要性は言うまでもない
が，「学びの共同体」の取組の継
続により，さらなる授業力向上をめ
ざしていく。図書委員会の活動を
活性化するとともに，授業での図
書館利用をさらに推進していきた
い。みラスタをさらに充実させて，
学習に遅れがちな生徒の学習を
保障していく。

・学力向上の取組につい
ては，評価できる。授業
の充実をさらに進めてほ
しい。
・家庭学習を充実させる
取り組みが必要ではない
か。
・スマホ等が学習の妨げ
となっている。使い方を
規制するように保護者に

・生涯学習を見据えて，
各種の検定試験を校内
で実施できるように，協
力を継続していく。
・土曜学習についても学
力向上部会を中心に支
援を継続し，学習習慣の
獲得につなげていきた
い。

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名( 京都市立松原中学校　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価


